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日本製造業の変化
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新宅 純二郎

日本企業の企業活動の変化

1. 輸出・先進国市場モデル 1960～70年代

本生産 輸 など 進• 日本生産ー（輸出）→米国など先進国市場

2. 海外生産・先進国市場モデル 80～90年代

←貿易摩擦、円高を背景に

– 市場立地型海外生産・・・自動車など

低コスト立地型海外生産・・・電機など
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– 低コスト立地型海外生産・・・電機など

3. 海外生産・新興国市場モデル 21世紀
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日本企業の海外生産の拡大
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注：04年の海外生産高は見込額
出所）財務省「通関統制」（輸出額）、経済産業省「我が国企業の海外事業活動」（海外生産高）

1996年に、海外生産と輸出が逆転した。
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日本の自動車産業の発展：輸出から海外生産へ

  
図表 日本の自動車生産、販売、輸出、輸入、海外生産台数の長期推移
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トヨタの海外生産
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戦後、輸出は長期トレンドとしては一貫して伸びた。
1995年～2002年が特異的な停滞期。８２－８３年も停滞したが短

い。８５年以降は停滞していない。
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日本の輸出額推移と国別割合
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なみ。
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日本の輸出は２００２年以降拡大。ＵＳ、ＥＵへの輸出が占める割合は低下傾向。
代わって伸びているのは、中国。韓国、台湾は微増。
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資料：財務省「貿易統計」よりジェトロ作成資料をもとに筆者作成。

日本の貿易収支
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金融危機以後も、依然として２兆円以上の黒字。アジア向け貿易の黒字が2002
年以降拡大し、2008-9年でも7兆円レベルを維持。
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資料：財務省「貿易統計」よりジェトロ作成資料をもとに筆
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図４　東アジア向け輸出の財別構成
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化学品の貿易推移

10
出所：藤本・桑嶋『日本型プロセス産業』有斐閣、2009年。
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FPD製造装置の輸出拡大

11出所：経済産業省(2005)「半導体製造装置及びフラットパネル
ディスプレイ製造装置の現状」 原出所：日本半導体製造装置協会
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東アジアの貿易構造（2006年）

韓国
88

日本
中国・香港

129

120

51
50

27

27
7 15

1212

台湾

89

27
44

20

出所：ジェトロ貿易投資白書2007年版

単位：10億ドル
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中国

東アジアの分業構造 2000年代
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市場の拡大
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